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火事は防ぐことができます！ これから空気が乾燥する季節です！ ご注意ください！

小中合同 第２回 避難訓練を実施しました

秋の火災予防運動は、毎年11月9日から15日まで行われます。2021年度 全国統一防火標語は
「おうち時間 家族で点検 火の始末」です。

COVID-19の勢いが全国的に下火になり、ようやく人の交流
ができるようになってきましたが、自宅などで学習や仕事をす
ることが続いている方々は、まだまだいらっしゃいます。これ
からの季節、一日中暖房器具を使うことも多くなってきますか
ら、外出や就寝する際には「火の用心」が欠かせません。
火事の恐ろしさは、有毒ガスによって身動きできなくなった

挙げ句、火で焼かれ命を落としてしまうことです。また、大事
かどうかに関わらず、あらゆるものを灰にしてしまうことです。
学校では、年2回の防火点検をはじめ、避難訓練を行っています。特に命を守る点については、

日頃から避難経路の確認とともに、緊急放送に耳を傾け正確な情報を得ることを指導しています。
今回の避難訓練は、給食室から出火を想定し、火に近づかない経路をたどりました。また、帽

子をかぶる・ハンカチで口を押さえること、室内では早歩き・屋外は全力で逃げること、黙って
避難することを徹底しました。
その後、いわき市消防本部川前分遣所の皆さんにお世話になり、

消火器や消火栓の使い方について指導をいただきました。消火栓
から出てくる水の圧力がとても強くて、男性職員でも踏ん張らな
いとホースが暴れそうになりました。
「備えあれば憂いなし」ではありますが、学校から火を出さな

いよう、火気の使用には細心の注意を払うとともに、複数の目で
消火確認を継続していきます。

JAに見学に行ってきました ２年生

生活科の「まちたんけん」で地区のJAまで行ってきました。
窓口業務は毎週金曜日のみとなっていますので、この時をねら

って訪問させていただきました。
JAは金融（お金の出入れ）と購買（物品販売）の２つに分かれ

ている、と大人にすれば容易に理解できますが、２年生にはなか
なか難しかったようです。当たり前のことが一番難しいのです。
２年生にわかるように、熱心に説明をしていただきました。
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10月最後の読み聞かせ 2021年 火災予防 全国統一防火標語

正しい情報をとらえてすぐに避難 命に関わる事態に備え、考え判断し行動しよう

川前分遣所の皆さん 装備品装着（酸素ボンベは16Kgもある）
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消火器による
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令和３年度 10月下旬～11月上旬


